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ていた本を紹介された。アイゼンク（H. J. Eysenck）の『心理学における科学と偏見』（『Sense 



























































第 3 版（1978 年）ではこれらの制限が取り外された。物理的な条件のみが残され、参加者は
自分たちで自由に条令などのルールが作れるように改訂された。私たちが日本語に翻訳した






















（W. A. Gamson, 1978）
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必要なものを十分に体得することができたと思う。まさしく、アクティブラーニングによる体
験型の社会学習であったと思う。
図 1 は「SIMSOC」社会を構成する 4 つの地域と 7 つの基本集団および生計代理店と旅行代
理店の配置を示している。生計充足度は地域によって異なる。赤地域は自らの手で自立する手
段が全くなく、生計充足度がゼロの見捨てられた地域である。ゲームの始まりは様々な格差を
持つ社会の中で就職し、生計を立てることから始まる。1 セッションは約 1 時間。ゲームの終
了は社会の動向を見て宣言するが、参加者に事前に知らされることはない。ゲームは土曜と日
曜の 2 日間を使い、全部で 7 ～ 10 セッションが行われた。
その他にも様々なゲームを講義に導入した。シャーツ（R.G. Shirts）が開発した「BaFa 

















3. 平成 21 年～平成 29 年



















は、バークリー（G. Berkeley, 1685 ～ 1753）、ヒューム（D. Hume, 1711 ～ 1776）、カント（I. 
















































ウェイソンの「4 枚カード実験」＊ 3 である（P. C. Wason & P. N. Johnson-Laird 『 Psychology 
of Reasoning Structure and Content』、1972）。後に、コスミデス（L. Cosmides）らはこの
能力が人類進化の中で培われてきた“裏切者を発見する社会的能力”であると論じている。






ティックスについての研究である（『Heuristics and Biases － The Psychology of Intuitive 
Judgment』, 2002）。彼らは認知的な錯誤や認知的なバイアスがあることを実証的に捉える一
方で、期待値に沿わない人々の意思決定を“好ましさ（preference）”に関するプロスペクト
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［脚注］




＊2 「BaFa BaFa（1977）」についてはシャー ツ（R. G. Shirts）の許可を得て、1998 年の「経営情報研究 Vol.5」で
紹介している。
＊3 ウェイソンの「4 枚カ ドー実験」（Ⅰ）とコスミデスら「裏切者を探す実験」（Ⅱ）
Ⅰ．「カ ドーの表が A であれば、カ ドーの裏の数字は 5 である」というルールに違反しているかを知るために、
チェックすべきカ ドーはどれか。
（１） （２） （３） （４）
A B ５ ７
・実験結果：正解者（カ ドーの 1と4を選んだ者）は 20％を切る
Ⅱ．「お酒を飲める人は 20 歳以上である」という町の条例に違反している者がいるか、チェックしたい。
チェックするカ ドーはどれか。
（１） （２） （３） （４）
お酒 お茶 25歳 17 歳
・実験結果：正解者（カ ドーの 1と4を選んだ者）は 80％を超える
・条件命題に関する正しい推論は肯定式と否定式の 2 つである。
・論理構造は同じだが、＜Ⅰ＞の正解率は低く、＜Ⅱ＞の正解率は高い。
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